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新年あけまして
　おめでとうございます
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　皆様におかれましては、よい年末年始をお過ごしになったことと
存じます。
　昨年当院にとって最も大きな出来事は、初めての病院機能評価
を受審したことでした。R3 年 6 月にキックオフをしてから、R4 年
9 月 20、21 日の受審日まで、1 年半にわたるビッグプロジェクト
でした。職員の皆さんが、合格を目指し、職種を超えて課題に取
り組んでいただいたことに心から感謝いたします。一発合格とはい
きませんでしたが、職員の皆さんに今の標準的な医療の質とはどの
ようなものかを知ってもらい、それに近づくようにチャレンジしてい
ただく、というプロセスが大切だと思っていたので、その目的は十分果たせたと考えています。今回の
取り組みを当院の文化として、継続していきたいと思います。
　次に取り組んだのが、医師の働き方改革です。医師が効率的に業務に取り組めるように、環境整備
を行いました。まず、医師事務作業補助者を増員し、事務作業の業務軽減をすすめました。次に当直
体制を夜勤と日勤ロングに変更し、業務時間のオンオフを明確にしました。それに伴い、診療科毎に
変形労働時間制の導入や、複数担当医制を推進するよう働きかけています。まだ、システムを変更し
て間もないので、戸惑いの声が多くきかれますが、医療体制が大きく変化していく過渡期ですので、診
療科長の先生方には、漫然とこれまでのやり方を踏襲するのではなく、患者の安全を担保しつつ、そ
れ以外の業務を効率化して、仕事も生活も充実できるようなスタイルを考えていただきたいと思います。 
　COVID-19 は流行のたびに感染者数が幾何級数的に増加していますが、当院でも第 7 波、第 8
波ともに大規模なクラスターが発生しました。これまで行ってきた対策を継続していたにもかかわらず
クラスターが発生したことから、ウイルスの感染力が強力化していることを実感しています。持久戦で
すので、職員の皆さんには、感染状況を見極めてメリハリのある生活を送っていただきたいと思います。
最近になって、ようやくCOVID-19 を 5 類に変更しようという議論が本格化してきています。医療体
制の逼迫を解消するためにも、早く議論が進むことを願っています。
　昨年もいろいろなことが当院には起こりましたが、職員の皆様の努力で、なんとか乗り越えていくこ
とができました。この原稿を書いている最中に、サッカーワールドカップで日本がドイツに続きスペイ
ンにも勝利して決勝トーナメント進出が決まった、といううれしいニュースが飛び込んできました。目
標に向けて努力を続けていれば、大きなことを成し遂げられることもあるのだと、大いに励まされまし
た。2023 年はどのようなことが待ち受けているかわかりませんが、地域の皆様、職員、病院にとっ
て良い 1 年となることを祈っています。



　皆様新年明けましておめでと
うございます。今年もどうぞよろ
しくお願い申し上げます。
　さて、当院では地域医療連携
ネットワークをさらに強化し、新
患受診時の受け入れを円滑に進
めるために新しい受診予約シス
テムを今年から導入することと致
しました。富士フィルムが開発し
たC@RNA Connect　（カルナ
コネクト）というシステム（以下カ
ルナ予約システム）は現在でも当
院放射線科のCTやMRIなどの
検査を外部から直接予約するた
めに稼働しており、既にご利用の近隣医療機関の方も
いらっしゃって好評を得ております。このシステムを先
ずは５つの診療科（整形外科、外科、循環器科、脳神経
内科、皮膚科）の新患予約に利用を拡大することと致し
ました。データセンター方式により高いセキュリティを
有しておりますが、各診療所におかれましては通常の
PCやインターネット回線があればあとは専用の無料ア
プリケーションをインストール頂くだけで運用可能とな
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統括診療部長　髙田　昇平

ります。オンラインでの予約となりいつでも申し込み
可能ですので便利かと存じます。カルナ予約システムを
通じてご予約頂けますと検査や診療のご案内がよりス
ムーズとなり予約新患優先枠での診療となりますので、
患者さんの待ち時間も少なくなりより快適な受診に繋
がるものと存じます。このカルナ予約システム運用につ
いては準備が出来ましたら漸次他の診療科の新患診
療にも拡大していきたいと思っております。当院では原

則3営業日前までの予約受付で
運用を開始したいと思っていま
す。尚、急ぎの受診予約の際は従
来通り地域連携室へのご連絡を
頂けますと幸いです。当システム
をお申し込み頂ける際は当院で
まとめて申請する事が出来ます
のでお気軽に地域連携室にお問
合せ頂ければと思います。末筆と
なりましたが皆様のご多幸をお
祈り申し上げますとともに、本年
もさらに地域の皆様との連携を
深めることでより良い年に出来ま
すればと願っております。
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初診紹介患者さんの予約について
福岡東医療センター

インターネット予約は
診察日の3日前までに
ご予約ください。

インターネット診療予約システム「C@RNAConnect」を利用し、
空き状況を確認しながら、同じ画面で予約できます。※利用には登録が必要です。

①

事前FAXによる予約(受付時間 8:30~17:15 
連携室直通FAX 0120-087-437)電話連絡後、 

『診療情報提供書兼紹介状』を記入し、
FAXしてください。

②

電話で予約取ったよ。予約の
FAXを送るから、〇月〇日〇時に
福岡東医療センターにこの紹介
状を持って受診してくださいね。

福岡東医療センター 地域医療連携室

インターネット予約は、以下の5つの診療科です。 
●脳神経内科　●循環器科　●外科（消化器、乳腺外科、血管外科）　 ●整形外科　●皮膚科

事前FAXによる予約のうち、
①整形外科は日時の予約ができます。
②小児科は、事前FAXのあと、ご家族さまから予約センターに
　連絡を頂き、日時の予約をお願いします。

（事前FAXによる予約は時間予約ができませんので、
 8:30～11:00までに、当院での受付をお願いします。）

オススメ①インターネットによる予約
②事前FAXによる予約

TEL（連携室直通）0120-212-454
FAX（連携室直通）0120-087-437

お問い合せ先:

診療情報提供書は、当院書式でも、
普段お使いの書式で構いません。

早期栄養介入チームが始動します

　当院では、以前より栄養サポートチームや、褥
瘡対策チーム・緩和ケアチーム・外来化学療室
など様々な場面で患者さんの食欲不振の対応
や経管栄養に関する栄養管理を多職種が連携
し行っています。今回12月より早期栄養介入チ
ームを立ち上げましたのでご紹介いたします。
　令和2年度の診療報酬改において、「早期栄
養介入管理加算」という入院早期からの栄養療
法に対しての評価が新設されました。「早期栄養
介入管理加算」は、入院早期から継続した栄養
管理を実施した場合に算定が可能となります。
当院では救命救急センターを対象に患者の早
期離床及び在宅復帰を推進する目的に12月よ
り取り組みを開始しました。入院早期（48時間
以内）にスクリーニングとアセスメントを実施
し、栄養ルートを検討し、腸が使用可能な場合
は経腸栄養や経口摂取での栄養充足ができる
よう計画を行います。
　患者さんお一人お一人の病状や治療状況を
共有し、医師・看護師・管理栄養士・薬剤師・言

語聴覚士にてカンファレンスを開催し栄養充足
を阻害する要因の対応、経腸栄養継続に向けた
栄養管理を行っています。救命救急センターに
入院される重症患者さんは、病態や環境の変
化・安静時間の増加などで、運動機能・認知機
能の低下や精神的なストレスが増加し退院後の
生活に支障をきたすことがあります。入院早期
から、腸を使用した栄養管理を行うこと・口から
食べること・栄養充足をサポートすることで入院
中のQOLの改善を目指し、退院後の生活におい
て筋肉量の維持やADLの維持を目指します。
　早期栄養介入チームの活動が栄養管理の更
なる充実につながるように取り組んで参ります。

チーム医療 Early Nutrition
Support Team

主任栄養士　荒木 翔太
～栄養管理の更なる充実を目指して～
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古賀市　　　　まつり健康福祉
　2022年10月16日サンコスモ古賀において「第36回
古賀市健康福祉まつり」が3年ぶりに開催されました。
COVID-19の感染拡大防止のため規模を縮小してお
り、来場者が少ないのではないかと心配しましたが、当
日は晴天に恵まれ開催時間前から沢山の人で熱気にあ
ふれていました。当院では、「世代を超えて心も身体もい
きいきと」の福祉祭りのテーマから、①検査部門「血管年
齢測定」、②薬剤部門「こども薬局体験」、③リハビリ部
門「体力測定、ロコモ体操」、④栄養部門「食教育・貯節
のススメ」、⑤看護部門「がんに対する知識を深めるため
のクイズ」の5つを出展し、264名（大人210名 子供54
名）の方々が来場されました。
　今回の健康福祉まつりを通して地域の方々とたくさん
触れ合い、福岡東医療センターが地域の方々と密接に
繋がっていることを改めて感じた貴重な経験となり、市
民の皆様の健康を支えていきたいと強く感じました。

寺田 篤史看護師長

「第36回古賀市健康福祉まつり」にお越しいただきありがとうございました。

薬の調剤姿は真剣そのもの。未来の薬剤師です!!

子ども薬局体験。大人気でした。

血管年齢測定を実施しました。

介護予防・貯節のススメ

ロコモ体操。皆さん笑顔で参加!!

2ステップテストで体力測定を実施しました。

がんに関するクイズコーナー。ひまわりサロンも紹介しました。

6



古賀市　　　　まつり健康福祉
　2022年10月16日サンコスモ古賀において「第36回
古賀市健康福祉まつり」が3年ぶりに開催されました。
COVID-19の感染拡大防止のため規模を縮小してお
り、来場者が少ないのではないかと心配しましたが、当
日は晴天に恵まれ開催時間前から沢山の人で熱気にあ
ふれていました。当院では、「世代を超えて心も身体もい
きいきと」の福祉祭りのテーマから、①検査部門「血管年
齢測定」、②薬剤部門「こども薬局体験」、③リハビリ部
門「体力測定、ロコモ体操」、④栄養部門「食教育・貯節
のススメ」、⑤看護部門「がんに対する知識を深めるため
のクイズ」の5つを出展し、264名（大人210名 子供54
名）の方々が来場されました。
　今回の健康福祉まつりを通して地域の方々とたくさん
触れ合い、福岡東医療センターが地域の方々と密接に
繋がっていることを改めて感じた貴重な経験となり、市
民の皆様の健康を支えていきたいと強く感じました。

寺田 篤史看護師長

「第36回古賀市健康福祉まつり」にお越しいただきありがとうございました。

薬の調剤姿は真剣そのもの。未来の薬剤師です!!

子ども薬局体験。大人気でした。

血管年齢測定を実施しました。

介護予防・貯節のススメ

ロコモ体操。皆さん笑顔で参加!!

2ステップテストで体力測定を実施しました。

がんに関するクイズコーナー。ひまわりサロンも紹介しました。

登録176医療機関
（2022.12 現在） 地域別・50音順

新年号は、福岡東医療センターの登録医療機関をご紹介します。連携医療機関と連携を図り、

地域の患者さんが安心して治療を受けて頂けるように今年も努めて参ります。

総合支援センタートピックス総合支援センタートピックス

地域医療連携室新規登録も随時受付中です。 直通TEL：0120-212-454
直通FAX：0120-087-437
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当院の おすすめスポット
福岡東医療センター薬剤部 無菌調製室

薬剤師 河野　友里

　薬剤師は、薬の専門家としてチーム医療に参加し、患者さんの立場に立って医薬品の適正使用の推
進に努めています。救命救急センターを要する施設として、夜間の緊急処方に対応するため夜勤体制
を取っています。

薬剤部メンバー

　抗がん剤と中心静脈栄養（TPN）は原
則薬剤師が無菌調製室で調製を行って
います。病棟や隣接する外来の化学療法
室と緊密に連携を取りながら、患者さん
に安心して治療を受けていただけるよう
工夫を重ねています。また、抗がん剤に
ついてはレジメン管理を行い、支持療法
も含め抗がん剤の投与量や休薬期間が
適切かどうか確認を行っています。

2022年7月からは病棟薬剤業務実施加算1
を算定しており、薬剤管理指導と併せて入院
患者さんが安心して薬物治療を受けることが
できるようチーム医療の一員として、日々取り
組んでいます。薬剤師は紺色のスクラブを着
ていますので、院内で見かけた際は気になる
ことや相談事などお気軽にお声がけください。

薬剤部から見た素敵な景色を
おすそ分けです、特に夜勤明けの
朝陽、夕陽は癒されます。
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編集

後記

　2023年卯年が明けた。昨年一昨年とくらべて年末年始の過ごし方も少しずつ変わっ
てきている。年末年始は昨年と違う過ごし方をした方も多かったのではないか▼世界の
情勢も1年前よりも大きく変わっている。物の値段が上がっていたり買おうとしていたも
のが手に入らなかったりと生活の中で変化を感じることも多々ある。本来の意味とは異
なるが決して有り得ないことを元にした当て字より「兎に角」と記載するらしい。有り得な

いことが起こる世の中でもある▼世の中は兎走烏飛で目まぐるしく変化している。日々の業務の中に
も変化をつけ、変わりゆく時代にしなやかに対応しなければと考える▼今年も恒例のちどり新春号を
お届けします。本年が皆さまの跳躍となる年になることを祈念いたします。　  　　　　　 （黒木記）

ベスト口演賞、ベストポスター賞受賞

セッション

診療報酬改定に伴う不妊治療での検査科の取り組み

COVID-19対応経験によるME機器管理についての再考

看護部（いずみ東）

呼吸器内科

栄養管理室

臨床検査科

臨床工学室

外科

看護部（いずみ東）

看護部（呼吸器内科）

薬剤部

臨床検査科

診療放射線科

栄養管理室

リハビリテーション科

リハビリテーション科

リハビリテーション科

リハビリテーション科

事務部（管理課）

事務部（企画課）

事務部（企画課）

診療情報管理室

シンポジウム

パネルディスカッション

パネルディスカッション

口演

口演

ポスター

ポスター

ポスター

ポスター

ポスター

ポスター

ポスター

ポスター

ポスター

ポスター

ポスター

ポスター

ポスター

ポスター

ポスター

演　題 演　者 所　属

入院申込時における連帯保証人以外の選択肢の検討

派遣会社を活用した経営改善と看護師の負担軽減
～夜勤看護補助者の確保を通して～

給与事務の業務効率化と医師の超過勤務時間の
可視化に向けた取組について

当院で実施している「健康リハビリ」の現状について

健常者における上肢挙上動作時の口すぼめ呼吸が
胸郭可動性に与える影響

国立病院機構作業療法士協議会九州部会における
県単位でのオンライン交流会

COVID-19患者の自宅退院の可否に影響を与える要因の検討

食物経口負荷試験の安全・効果的なタスクシェアを目指して

CS-SENSEのReduction Factorが画質に与える影響

細胞診では推定困難だった異型カルチノイドの1例

抗凝固薬・抗血小板薬の休薬／再開の確実な実施に向けた
取り組み

在宅ハイフローセラピー導入に向けた指導パンフレットの作成

重症心身障害者（児）への新型コロナワクチン接種後の
副反応についての報告

laparoscopic surgery for colorectal cancer using indocyaninegreen
fluorescence imaging with a new endoscopic system

当院の重症心身障害児(者)病棟における重症化・
高齢化の現状と意思決定支援の取り組み

呼吸管理における臨床工学技士の「チカラ」

集中治療領域における管理栄養士の意識調査を
ふまえた課題と今後の展望

救急医療係数向上への取り組みについて

安達　和史

山下　崇史

荒木　翔太

楠　千恵子

本田　浩一

是久翔太郎

廣瀬　みき

白木　亜美

米澤　佳則

前川　慶喜

堀田　竜也

中山　美帆

大黒　陽蔵

大黒　陽蔵

田中　那実

村井久美子

下地由寿々

本村　高樹

三嶋　優花

堀川　大輝

第76回 国立病院総合医学会 当院演題 一覧について
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＊小児科の入院依頼や受診相談は、病院代表　092-943-2331　から
　小児科紹介担当医師（月・萩尾／火・西間／水・山下文／木・李／金・黒川）へ、
　夜間休日は小児科当直へご連絡ください。
●物忘れ外来《特殊外来》完全予約制（内科外来　内 247）【担当医　田中恵】
　『金曜日　① 9：00 〜 10：00　② 10：00 〜 11：00』
　※予約受付は平日 月〜金 13 時〜 16 時の間で TEL 予約
●緩和ケア外来　完全予約制（担当看護師　内 8184）【担当医】
　『火曜日・木曜日　午前中』

独立行政法人国立病院機構

福岡東医療センター
〒 811-3195 福岡県古賀市千鳥 1 丁目 1-1
HP  https://fukuokae.hosp.go.jp/
TEL 092-943-2331
　　 0120-212-454（地域医療連携室）
FAX 0120-087-437

診 療 科 月 火 水 木 金
内 科 新 患（ 別 紙 参 照 ） 当番医 当番医 当番医 当番医 当番医

脳神経内科
新 患 田中　恵理 松岡　幹晃 芝原　友也 田中　恵理 黒田　淳哉
再来（脳血管内科） 松岡　幹晃 中根　博・尾﨑雄一 黒田　淳哉 芝原　友也 立花　正輝
再来（神経内科） - 田中　恵理 田中　恵理 九大医師 -

糖 尿 病 新 患 野原　栄 - 坂本　知子 担当医 堤　礼子
再 来 堤　礼子・坂本知子 - 野原　栄・堤　礼子 坂本　知子 野原　栄

血 液 内 科 新 患 - 担当医 担当医 - 担当医
再 来 亀﨑　健次郎 亀﨑　健次郎 黒岩　三佳 - 黒岩三佳・坂本佳治

消 化 器 科
（消化管・肝臓）

肝 高尾　信一郎 多田　靖哉 鈴木　秀生 多田靖哉・高尾信一郎 -
膵 胆 藤山　隆 大越　惠一郎 松尾　享 松尾　享 大越　惠一郎
消 化 管 藤井　宏行 中村和彦・將口佳久 荒殿　ちほ子 田中　宗浩 安部　周壱

腎 臓 内 科 新 患 荒瀬　北斗 黒木　裕介 黒木　裕介 木村　駿太 佛坂　早紀
再 来 黒木　裕介 荒瀬北斗・佛坂早紀 木村　駿太 黒木裕介・永江　洋 荒瀬　北斗

循 環 器 科 第一診察室 小池　明広 小池　明広 小池　明広 小池　明広 山口　統子
第二診察室 細谷　まろか 入江　圭 古川　陽介 中村　洋文 藤田　一允

呼 吸 器 科

新 患 中野　貴子 田尾　義昭 髙田　昇平 吉見　通洋 山下　崇史

再 来
田尾　義昭 髙田　昇平 吉見　通洋 髙田　昇平 田尾　義昭
山下　崇史 山下　崇史 中野　貴子 今田　悠介 吉見　通洋
秋山　優里 中川　泰輔 今田　悠介 中野　貴子

感 染 症 外 来 肥山　和俊 肥山　和俊
呼 吸 器 外 科 諸鹿　俊彦 濵武　大輔 若原　純一 岩中　剛 岡林　寛

外 科
消 化 器

内山　秀昭

（手術日）

※急患は対応します

辻田　英司

（手術日）

※急患は対応します

内山　秀昭
谷口　大介 是久　翔太郎 辻田　英司

是久　翔太郎
冨山　貴央
谷口　大介

乳 腺 - 石田　真弓 石田　真弓
血 管 - 松本　拓也 松本　拓也

整 形 外 科

新 患
中家　一寿 福元　真一

（手術日） 外来休診

吉田　裕俊

（手術日） 外来休診

松下　昌史 杉田　敏明 清水　大樹
岡本　重敏 久保田　総

再 来
福元　真一 吉田　裕俊 中家　一寿
清水　大樹 久保田　聡 岡本　重敏

杉田　敏昭
再来（午後） 松下　昌史

脳神経外科 新 患 保田　宗紀 保田宗紀・髙木友博 （手術日） 保田　宗紀 吉永　貴哉
再 来 保田宗紀・吉永貴哉 保田宗紀・吉永貴哉 保田宗紀・吉永貴哉 保田　宗紀

皮 膚 科
（予約・紹介状をお持ちの方のみ）

中村　美沙 中村　美沙 当番医 中村　美沙 中村　美沙
藤原　夏季 藤原　夏季 藤原　夏季 藤原　夏季

小
児
科

午
前

一 般 中原　和恵 黒川　麻里 中原　和恵 李　守永 中原　和恵
専門（予約） 増本　夏子 （山下　文也） 李　守永 山下　文也 西間大祐・萩尾泰明

午
後 専門（予約）

李　守永・中原和恵 水野　勇司 李　守永・中原和恵 増本　夏子 李　守永・中原和恵
西間　大祐 血液（江口克秀） 循環器（長友雄作） 山下　文也 小児神経（藤井史彦）
山下　文也 〈喘息検査〉 腎臓（岩屋友香）（第４以外） 増本・西間・萩尾

アレルギー（第２・４）

放 射 線 科 新 患 月～金　渡辺　哲雄（※事前に必ず電話予約が必要です）
再 来 渡辺　哲雄 渡辺　哲雄 渡辺　哲雄 渡辺　哲雄 渡辺　哲雄

歯 科 口 腔 外 科 吉田　将律 吉田　将律 吉田　将律 吉田　将律 （再来のみ）田尻　祐大 田尻　祐大 田尻　祐大 田尻　祐大

婦 人 科 再診のみ
内田　聡子 内田　聡子

（手術日）
内田　聡子

田北　美香子 田北　美香子 田北　美香子

1）午前 8時 30分から午前 11時 00 分まで。　※予約の方は、指定された時間においで下さい。
2）土・日・祝祭日・年末年始は休診です。当院は救急告示病院です。救急の方は、診療時間外でも受付いたします。

受付
時間

外来担当医一覧 令和５年１月 1 日現在　※最新の担当医はホームページをご覧ください。https://fukuokae.hosp.go.jp/


